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【研究成果のポイント】

 認知機能と歯周病についての文献レビューを実施

 歯周病により認知機能が低下し、認知機能低下により歯周病も悪化（歯脳相関）

 高齢の患者さん向けに歯周病対策パンフレットを作成

【概要】

国立研究開発法人国立長寿医療研究センター（理事長：荒井秀典）もの忘れセンター

の佐治直樹副センター長らの研究グループ※は文献レビューを実施し、歯周病と認知

機能についての関連や対策法を論文にまとめ、患者さん向けパンフレットを作成しま

した。この研究は、国立長寿医療研究センターと学校法人大垣総合学園大垣女子短

期大学（学長：服部篤典）で実施している歯周病と認知症に関する研究の一環として

実施され、研究成果は国際科学雑誌「BMC Oral Health」に 2025 年 3 月 14 日にオン

ライン版で掲載されました。

【研究の背景】

口腔衛生習慣の改善により、虫歯（う歯）は減少してきました。 しかし、30 歳以上の

成人の約 80％が歯周病にかかっていると言われており、歯の喪失原因の第１位で

す。歯周病は、細菌感染によって引き起こされる炎症性疾患で、歯ぐき （歯肉）や、

歯を支える骨が溶けてしまう病気です。また、歯周病は糖尿病や心疾患、脳血管障

害や認知症にも関与すると言われています。

【研究成果の内容】

歯周病と認知症には深い関係があります。歯周病によって認知症のリスクが増大し

ます。また、認知機能が低下すると歯周病のリスクが増大します。そのため、認知機

能が低下した高齢者には歯周病の対策が重要であり、以下の項目が推奨されます。



・口腔ケア（適切な歯磨き、定期的な歯科検診、電動歯ブラシの導入も有用）

・生活環境の改善（禁煙、節酒、適度な睡眠、運動習慣、調理力も有用）

・医療者の意識改善（かかりつけ医による歯科受診推奨、介護者による口腔ケア）

・本人・家族・医療や介護関係者における口腔ケアへの意識改善

【研究成果の意義】

認知症の発症リスクを軽減するためには、運動習慣や食事、社会活動などが推奨さ

れています。歯周病対策も毎日の生活に関わる事であり、高齢者の口腔機能、摂食

機能を維持するために重要な項目です。また、認知機能が低下してくると歯磨きなど

が適切にできなくなってきますが、ご家庭では見過ごされていることが多いと思われ

ます。歯周病の観点から、高齢の認知症の人の口腔ケアを改善する一助になれば幸

いです。

【研究成果の活用】

ご家族・患者さん向けに歯周病についてのパンフレットを作成しました。様々な方にご

覧いただき、ご活用いただければ幸いです。今後、国立長寿医療研究センターの歯

科口腔外科においても、このパンフレットを活用して、歯周病について患者さんやご

家族へのよりよい説明に役立てる予定です。口腔ケアの重要性や口腔ケアをうまく行

う方法を学んで、ご家庭で実践していただきます。高齢の認知症の人やご家族の方

にとってより適切で実践しやすい口腔ケアの方法を探索する研究ですので、ご協力

の程どうぞよろしくお願いいたします。

本研究は、国立研究開発法人国立長寿医療研究センター長寿医療研究開発費、日

本学術振興会の科学研究費助成事業（科研費：課題番号 JP20K07861、

JP23H03122、JP24K10546)）、公益財団法人ダノン健康栄養財団、公益財団法人本

庄国際奨学財団の支援のもと実施されました。
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・もの忘れ外来を受診した183人の患者さんを調査しました(平均年齢79歳) 。
・かかりつけの歯科がある人は、認知症の人で少ない傾向でした(84% vs. 68%)。
・残っている歯の数は、認知症の人で少なかった(21本 vs. 23本)。
・歯周病が重度であるほど、 認知機能は低下していました。

認知機能は歯磨きの仕方や適切な歯磨き習慣の継続力に影響している？

Saji N, et al. J Alzheimers Dis. 2023;96(1):369-380.

当センターにおける
先行研究(2023年)

（ライオン歯科衛生研究所との共同研究で実施）







歯周病対策パンフレットのダウンロード先（もの忘れセンターHP から：

https://www.ncgg.go.jp/hospital/monowasure/news/documents/pamphlet.pdf ）

大垣女子短期大学：https://www.ogaki-tandai.ac.jp/
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